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【事務局報告】 【資料1】



１．港湾法改正について
（１）法律の概要

・改正港湾法が令和４年１２月１６日に施行。
⇒「港湾の開発に関する基本方針」におけるカーボンニュートラルポート（CNP）の位置づけが明確化され、取組
の推進体制が強化された。

出典:国土交通省HP_第5回カーボンニュートラルポート（CNP）の形成に向けた検討会 資料
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（２）「港湾脱炭素化推進計画」について
・港湾法改正により、これまでの「カーボンニュートラルポート形成計画」が「港湾脱炭素化推進計画」として法定化。
・国土交通省港湾局では計画作成の支援として「港湾脱炭素化推進計画」作成マニュアルを新たに公表。
・これまでのカーボンニュートラルポートの方針及び推進体制･形成計画への記載事項に大きな変更はない。
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１．港湾法改正について

出典:国土交通省HP「港湾脱炭素化推進計画」作成マニュアル公表_報道発表資料

追加項目



・各港湾において「カーボンニュートラルポート（CNP）協議会」から「港湾脱炭素化推進協議会」に移行し引き続き
検討が実施される。

（３）港湾脱炭素化推進協議会への移行
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１．港湾法改正について

出典:国土交通省HP「港湾脱炭素化推進計画」作成マニュアル公表_報道発表資料



２．仙台塩釜港港湾脱炭素化推進計画策定に向けた検討フロー(予定)

第１回協議会
（R4.6.8）
・趣旨

・公募及びWGの説明

・企業講演

第２回協議会
（R4.9.9）
・先進企業の紹介

・【2-2】
温室効果ガス
排出量の試算方法

・【2-5】
次世代エネルギー
需要量の推計方法

◇審議事項

・【2-2】
温室効果ガスの
排出量の推計

・【2-4】
温室効果ガスの
排出量の削減目標

・【2-5】
水素･燃料アンモニ
ア等の需要推計

・【5-1】
港湾脱炭素化推進
計画の計画期間

◇審議事項
・【2-1】
港湾脱炭素化推進
計画の目標

・【2-3】
温室効果ガスの
吸収量の推計

・【3-1】
温室効果ガス
削減・吸収に
関する事業

・【3-2】
港湾・臨海部の
脱炭素化に
貢献する事業

◇審議事項

・【4-1、4-2】
計画の達成状況の
評価の実施体制･
手法

・港湾脱炭素化推進
計画（素案）

第１･2回協議会 第３回協議会
（R5.5.31）

第４回協議会（予定）
（R5.8下旬）

第５回協議会（予定）
（R5.11上旬）

4※第4回協議会以降は検討状況により変更の可能性がある。

◇審議事項

・港湾脱炭素化推進
計画（最終案）

第６回協議会（予定）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施



２．仙台塩釜港港湾脱炭素化推進計画策定に向けた検討フロー(予定)

A3に拡大
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「仙台塩釜港港湾脱炭素化推進計画」策定に向けては、以下の検討フロー（予定）に基づき、計画策定を進めていく。



３．第２回協議会の振り返り

（１）仙台塩釜港カーボンニュートラルポート協議会設置要綱の変更について
・仙台塩釜港カーボンニュートラルポート協議会設置要綱に公募により決定した先進企業５社を協議会
構成員に追加することについて承認を得ました。

（２）ワーキンググループについて
・各ワーキンググループの構成員について承認を得ました。

（３）仙台塩釜港カーボンニュートラルポートについて
・温室効果ガス排出量の推計方法について（推計年次の設定を除き承認）
・水素・燃料アンモニア等の需要推計推計方法について（承認）
・アンケート調査の実施について（承認）

（４）カーボンニュートラルに関する情報提供
・先進企業による各種取組状況について情報提供を頂いた。

委員からの意見 事務局の対応方針

・現状の排出量の推計･設定は、新型コロナウイルス感染症の影響を考慮して行うべ
きである。

・別途議事にて説明
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令和4年9月9日に開催した第２回協議会での議事内容は以下のとおり。

（３）温室効果ガス排出量の推計方法に対する意見

議事内容



４．ワーキンググループ開催報告
１．次世代エネルギー供給WG・産業エネルギー転換WG 合同開催

第１回協議会で承認されたテーマに基づき、下記のとおり次世代エネルギー供給WG・産業エネルギー転
換WGを合同で２回開催した。各ワーキンググループでの協議事項は以下のとおりである。

開催日 協議･説明事項 内容 対応方針

第１回ＷＧ
(令和4年12月22日)

①仙台塩釜港の特徴
・企業立地状況･取扱貨物等の現状

②温室効果ガス排出量の推計
・アンケート調査実施結果，温室効果ガス排
出量推計値

③温室効果ガス排出量の設定（案）
・実施結果，温室効果ガス排出量推計値

④水素需要量ポテンシャルの試算
・水素換算需要量の推計値

②･③･④の内容について
構成員の了解を得た。 別途議事にて説明。

温室効果ガス削減に向け
た取組状況について意見
を頂いた。

・仙台塩釜港のポテ
ンシャルを活かした
計画として検討して
いく。
・次世代エネルギー
への転換状況を見据
え、技術の進展を踏
まえた計画を検討し
ていく。

第２回ＷＧ
(令和5年3月17日)

⑤温室効果ガス削減計画の検討
・温室効果ガス削減の方向性について意見
交換

⑥次世代エネルギー供給イメージの検討
・仙台塩釜港における次世代エネルギー供給
について意見交換

⑦ブルーカーボンに関する動向
・ブルーカーボンにおける国及び県の取組

⑤･⑥について次世代エネ
ルギーの供給側･需要側と
なる企業から意見を頂い
た。
【供給側】
次世代エネルギー供給拠
点としての仙台塩釜港の
ポテンシャルの整理
【需要側】
温室効果ガス削減に向け
た各企業の取組状況･課題
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４．ワーキンググループ開催報告
２．港湾物流WG
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第１回協議会で承認されたテーマに基づき、下記のとおり港湾物流ワーキンググループを開催した。

開催日時 協議･説明事項 協議内容 対応方針

第１回ＷＧ
(令和5年3月17日)

①仙台塩釜港の特徴
・企業立地状況･取扱貨物等の現状

②温室効果ガス排出量の推計
・アンケート調査実施結果，温室効果ガス排
出量推計値

③温室効果ガス排出量の設定（案）
・実施結果，温室効果ガス排出量推計値

④水素需要量ポテンシャルの試算
・水素換算需要量の推計値

⑤各分野の転換想定
・車両･船舶･荷役機械の転換想定について意
見交換

②･③･④の内容について
構成員の了解を得た。

別途議事にて説明。

⑤について各分野の次世
代エネルギーへの転換に
向けた取組状況及び課題
等について意見を頂いた。

・次世代エネルギー
への転換状況を見据
え、技術の進展を踏
まえた計画を検討し
ていく。


